
令和６年４月１日現在

9 分団

0 分団

3 隊

28 部

56 班

776 人

672 人

652 人

20 人

672 人

0 人

0 人

4 人

117 人

15 人

102 人

18 人

7 人

7 人

526 人

2 台

0 台

34 台

18 台

0 台

年額 36,500 円

年額 36,500 円

8,000 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等に関する調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和６年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

日本郵政グループ

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

団
員
数

条例定数 　木津川市は、多くの文化財や豊かな自然・里山など、先人から受け継がれてきた資
源がある一方で、「関西文化学術研究都市」の一翼を担う都市として、「子どもの笑顔
が未来に続く　幸せ実感都市　木津川」を掲げ、人口増加が続く街となっております。
　このような中、地域の皆さまの生命と財産を守るため、団長をはじめ本部役員及び
団員が一致団結して活動しています。
　また、学生の入団者もおり、幅広い世代間の交流があります。
　一方で、常備消防や地域防災組織との緊密な連携に努め、初期消火体制の確立や
消火活動の支援等、非常備消防が担う地域防災力の向上に日夜努めております。

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

消防団名 木津川市消防団 メールアドレス kikikanri@city.kizugawa.lg.jp

組
織

分団数 ホームページURL

うち機能別分団数
SNSアカウント

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

0774-72-3900

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 京都府
所在地

〒619-0286

市町村名 木津川市 京都府木津川市木津南垣外110番地9

消防団事務所管 総務部危機管理課 電話番号（直通） 0774‐75‐1206 FAX


